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「響くところを押したほうがいい」・・・○か×か 
 

ＪＲ茨木駅近くの接骨院が、私の仕事場です。 

体のどこかをいためた人たちが、ここを訪ねて来られます。 

「今日はどうされましたか？」 

「このあたりが痛みます」 

「ここでしょうか？」 

「はい、そこを押さえてもらうと痛いですし、こっちのほうまで響きます・・・」 

「そっちに響くとしたら、痛いところはおそらく伸びすぎています。まず、響くほうからみてい

きますね」 

「はい」 

「響いているこのあたりを触ると痛いですか？」 

「えーっと、そのへんが痛いです」 

「伸ばすと痛いですか？ 縮めると痛いですか？」 

「伸ばすと痛いです。縮めると痛くないです」 
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「縮めると痛くないなら、ここも伸びすぎているようです」 

「そうなんですか」 

「そうなると、このあたりを押さえると痛いですか」 

「あー、そこも痛いです」 

「ここを伸ばすと痛いですか？ 縮めると痛いですか？」 

「ここは縮めると痛いです。伸ばすと痛くありません」 

「ここは縮みすぎているみたいですね。ここが縮んだせいで、はじめに押さえたところや響くと

ころが伸びすぎたのかもしれません」 

「へー」 

「では、縮んでいるところをしばらく伸ばしながらほぐしますね・・・これくらいほぐして元に

もどすとどうですか？」 

「あっ、もう痛くないです」 

「では、はじめに触ったところを押さえると、またどこかに響きますか？」 

「いいえ。いまはどこにも響きませんし、痛みもとれました」 

「響いていたところを押さえると痛いですか？」 

「いいえ、もう痛くないです。不思議だなー」 

 

どこかを押さえると、別のところに痛みや違和感、しびれが出るということがしばしばあります。 

押さえたところと違うところに影響が出るので、響く感じがします。 

押さえるとどこかに響くところを押さえるということは、いいことなのでしょうか？ よくない

ことなのでしょうか？ 

 

まず、神経が皮膚の表面の近くを通っているところを押さえると、その末梢に響くことがありま

す。 

感覚神経が刺激されると、神経が分布する領域に響きますが、これは正常な反応です。 

施術をしても、響くのはなくなりませんから、神経を押さえるのはやめておきましょう。 

神経が皮膚の表面の近くを通っているところは、肘の内側、上腕の外側、下腿の外側、鎖骨の上

のくぼんだところ、脇の下、鼡径部などにあります。 
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これとは別に、神経の走行とは関係のないところでも響きが生じることがあります。 

たとえば、右肩を押さえると左肩が痛いとか、左腰を押さえると右腰が痛いとかです。 

 

なぜこのような響きが生じるのかを考えるときにも、前回取り上げたシステムズ・アプローチが

役に立ちます。 

そこだけを見ていても、なぜ響くのかは説明できませんが、体をシステムとしてとらえれば説明

できます。 

 

あるところ（Ａ）を伸ばすと、一緒に伸びるところ（Ｂ）と、反対に縮むところ（Ｃ）が生じま

す。 

伸ばしたのと逆の方向へＡを縮めると、一緒にＢは縮み、反対にＣは伸びます。 

体はそのようなシステムになっています。 

システムズ・アプローチではＡとＢは相補的な関係、ＡとＣは対称的な関係と考えます。 

 

Ａを押さえるということは、Ａを伸ば

すことになります。 

押さえたところが伸びると、Ｂが伸びすぎたり、Ｃが縮みすぎたりして不具合が生じ、響くとい

う現象が起きます。 

押さえれば押さえるほど響きます。押さえ続けても響かなくなることはありません。 

ですから、押さえるとどこかに響くところを押し続けるのは「×」なのです。 

「響かせるのがいい」という人もいますが、私は反対です。 

ただ、押さえるかわりに、さすって縮めるのなら、響かなくなる場合もあります。 

 

どこかを押さえて、別のところに響くということは、つぎの２つの場合があります。 

 

１ Ａを押さえると、伸びすぎたＡがさらに伸び、その分、縮みすぎたＣがさらに縮んで不具合

が生じ、Ｃに響く。 
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２ Ａを押さえると、伸びすぎたＡがさらに伸び、その分Ｃが縮み、Ｂがさらに伸びすぎて不具

合が生じ、Ｂに響く。 

 

Ａを押さえると、ＢかＣに響きます。まれに、両方に響く

こともあります。 

１の場合も２の場合も、Ｃを伸ばすか、ＡかＢを縮めるか

すれば、Ａを押しても響かなくなります。 

 

はじめに私と患者さんのやりとりをあげましたが、これは

２の場合にあたります。Ｃの部分をほぐして伸ばしたこと

で、伸びすぎたＡとＢは元の長さにもどり、Ａを押しても

Ｂに響かなくなったというケースです。（右の図では、腰

Ａを押すと、骨盤が下がって脚を外に広げる筋肉（中殿筋）

Ｃが縮み、脚を閉じる筋肉（内転筋）Bが伸びすぎて、Bに響くという例を図にしてみました） 

 

１の場合のケースには、左腰を押したら右腰に響くといっ

た例があります。 

この場合、右腰が縮んでいるであれば、右腰を伸ばすと、

左腰を押しても響かなくなります。 

 

Ａを縮めたいときに、相補的なＢを縮めたり、対称的なＣを伸ばしたりするのが、システムズ・

アプローチです。 

あるいはＡを伸ばしたいときに、相補的なＢを伸ばしたり、対称的なＣを縮めたりするというの

も、システムズ・アプローチです。 

ただし、常にＡとＢは相補的で、ＡとＣは対称的だということはありません。関係性はそのとき

そのときで変わりますから、その都度、どのような関係になっているのか確認しながら施術する

必要があります。 

当院では、患部への施術だけでなく、体をひとつのシステムと考え、患部と関係性のある箇所か

らシステムに変化を起こすことで患部の症状を改善させる施術をおこなっています。 


